
バックロードホーン・バスレフの試作
２０２２．１１．０５　髙橋

　前回のスピーカー再生技術研究会オフ会にて、石田さんがバックロードホーン・バスレフ（以降ＢＨＢＳ）を発表
された。発表されたＢＨＢＳの音は、通常のバックロードホーンやバスレフと異なるものであり、ぜひ作成したいと
感じた。

　石田さんに設計のコツを伺ったところ、スロート断面積が大きい（作例では振動板面積の１．３倍ほど）ことが、
要所であるとのことだった。
　しかし、初めてＢＨＢＳを作る者にとって、このヒントだけではＢＨＢＳの設計は困難である。なぜならば、ＢＨＢＳ
の音作りにはスロート断面積以外にも、空気室容量、ホーン長、広がり係数、ダクト断面積とダクト長、バスレフ内
容積といった、様々なパラメータが関与しているためだ。

　そこで、当該発表されたＢＨＢＳの設計をトレース（ただし板厚を１２ｍｍへ変更、結果、空気室容量は０．５リット
ルほど増量）し、ここへ大沢さんのスリットダクトのアイデアを併せることで、ＢＨＢＳの挙動の一部を確認する。

●設計図

●構成

使用ユニット：ＦＯＳＴＥＸ　Ｍ８００
空気室容量：約２．２リットル
スロート断面積：３６ｃｍ２

ホーン長：約９０～約１０５ｃｍ（可変）
広がり係数：１．８５
ダクト断面積：約３７ｃｍ２（四辺４ｍｍのスリットダクト）
ダクト長：０～１７．６ｃｍ（可変）

ダクトパーツ

ダクトパーツ



●周波数測定

ＢＨＢＳの効果

密閉（ダクト長：０ｃｍ）　バックロードホーン（ダクトパーツなし）

バックロードホーン（ダクトパーツなし）　ＢＨＢＳ（ダクト長：１０ｃｍ）　

ダクト長の違い

ＢＨＢＳ（ダクト長：３ｃｍ）　ＢＨＢＳ（ダクト長：１０ｃｍ）　ＢＨＢＳ（ダクト長：１５ｃｍ）　



空気室容量の違い

ＢＨＢＳ（空気室容量：約２．２リットル）　ＢＨＢＳ（空気室容量：約１．７リットル）　

スロート断面積の違い

ＢＨＢＳ（スロート断面積：３６ｃｍ２）　ＢＨＢＳ（スロート断面積：２４．５ｃｍ２）



ユニットの違い（上記までの測定条件と異なる）

ＦＯＳＴＥＸ　ＦＥ８３ｓｏｌ

ＦＯＳＴＥＸ　ＦＥ８３Ｅｎ

ＦＯＳＴＥＲ　Ｃ０８０Ｐ３３Ｓ１７１０



ＡＵＲＡ　ＳＯＵＮＤ　ＡＳ３－７５－１６ＦＲ

ＴＯＰＴＯＮＥ　Ｆ７７Ｇ９８－６

以上


